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平
成
28
年
度
に
支
出
し
た
政
務
活
動
費
を
報
告

し
ま
す
。
今
後
も
適
正
な
支
出
に
努
め
ま
す
。

政
務
活
動
費
と
は

　
議
会
の
活
性
化
と
議
員
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、そ
の
審
査
能
力

を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
、
調
査
研
究
費
や

活
動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て

交
付
さ
れ
ま
す
。

政
務
活
動
費
は
い
く
ら

　
請
求
の
あ
っ
た
議
員
に
対
し
、
毎

年
４
月
と
10
月
に
半
年
分
を
一
括
し

て
交
付
し
ま
す
。

　
交
付
額
に
残
額
が
あ
る
場
合
は
、

議
員
は
差
額
を
返
還
し
ま
す
。

透
明
性
の
確
保
が
重
要

　
一
定
の
調
査
費
が
交
付
さ
れ
る
た

め
、
使
途
が
不
透
明
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
収
支
報
告
書
や
領
収
書

添
付
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
の
調
査
研
究
活
動
の

実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
使
途
基
準

の
制
定
を
し
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
の
閲
覧
に
つ
い
て

　
本
町
に
在
住
し
て
い
る
方
は
政
務

活
動
費
の
収
支
報
告
書
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
事
務
局 

８
８
９

−

３
０
９
７

政
務
活
動
費
収
支
報
告

政務
活動費

月
額
１
万
５
千
円（
年
額
18
万
円
）

【政務活動費を充てることができる経費の範囲】
項　　目 内　　　　容

調査研究費 町の事務、地方行財政等の調査研究・委託に要する経費
研修費 研修会、講演会等の実施・参加に要する経費
広報・広聴費 活動の広報・広聴活動に要する経費
要請陳情等活動費 要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費
会議費 各種会議、住民相談会等の実施・参加に要する経費
資料作成費 資料を作成するために要する経費
資料購入費 図書、資料等の購入、利用等に要する経費
事務所費 事務所の設置及び管理に要する経費
事務費 事務の遂行に要する経費
人件費 職員を雇用する経費

平成28年度 政務活動費収支報告書
氏　名 交付

総額
使　　　　　　　　途

残余金調　査
研究費 研修費 広報・

広聴費
要請陳情
等活動費 会議費 資　料

作成費
資　料
購入費 事務所費 人件費 合計

知 念 富 信 180,000 124,236 47,424 171,660 8,340

新 垣 由 雄 180,000 48,276 48,276 131,724

大 城　　 勝 180,000 133,724 4,414 45,182 183,320 0

大宜見　洋文 180,000 159,955 75,100 235,055 0

照 屋 仁 士 180,000 172,560 9,900 182,460 0

赤嶺　奈津江 180,000 78,576 45,924 124,500 55,500

浦崎　みゆき 180,000 118,346 3,900 19,465 141,711 38,289

花 城 清 文 − − −

赤 嶺 雅 和 180,000 131,969 73,929 205,898 0

大 城 　　毅 180,000 76,950 10,500 87,450 92,550

宮 城 寛 諄 180,000 69,660 39,000 108,660 71,340

上原　喜代子 180,000 8,388 8,388 171,612

玉 城　　 勇 180,000 133,060 45,924 178,984 1,016

金 城 好 春 180,000 133,243 133,243 46,757

大 城 真 孝 − − −

宮 城 清 政 180,000 133,806 9,900 143,706 36,294

計 2,520,000 1,319,475 0 150,510 0 0 14,314 469,012 0 0 1,953,311 653,422

（単位：円）
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議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、
必
要
な
書
類
、

資
料
を
求
め
、
２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

担
当
課
へ
質
疑
し
ま
し
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委員会
レポート

こ
ど
も
医
療
費
現
物
給
付
の
状
況
は

問
平
成
29
年
１
月
か
ら
開
始
し
た

に
対
す
る
町
民
の
反
応
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
現
時
点
に
お
け
る
対
前
年
度
比

で
受
診
件
数
は
増
加
し
た
が
、
医
療

費
は
同
水
準
を
推
移
し
て
い
る
。
症

状
が
軽
い
時
点
で
受
診
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
早
期
受
診
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

問
現
物
給
付
で
は
医
療
費
が
本
来

い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
分
か
る
か
。

答
受
診
時
に
医
療
費
が
い
く
ら
か

か
っ
て
い
る
か
を
利
用
者
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
現
場
で
医
療
費
通

知
等
を
発
行
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

委
員
長
：
浦
崎
み
ゆ
き
　
副
委
員
長
：
金
城
好
春

委
　
員
：
新
垣
由
雄
・
大
城
勝
・
大
宜
見
洋
文

　
　
　
　
照
屋
仁
士
・
赤
嶺
奈
津
江
・
大
城
毅

総
務
民
生
委
員
会

総
務
民
生
委
員
会

総
務
民
生
委
員
会

経
済
教
育
委
員
会

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
は

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

答
町
商
工
会
と
連
携
し
事
業
を
行

う
。
平
成
29
年
度
は
、
町
の
特
産
品

や
農
産
加
工
物
等
を
返
礼
品
に
活
用

す
る
。
寄
付
額
の
３
割
を
返
礼
品
相

当
額
に
充
て
、
３
割
を
諸
経
費
に
４

割
が
町
へ
入
る
。

委
員
長
：
玉
城
勇
　
副
委
員
長
：
上
原
喜
代
子

委
　
員
：
知
念
富
信
・
花
城
清
文
・
赤
嶺
雅
和

　
　
　
　
宮
城
寛
諄
・
大
城
真
孝

南
風
原
町
景
観
計
画
策
定
は

問
景
観
計
画
の
条
例
化
に
よ
っ
て

ど
の
程
度
の
規
制
や
強
制
力
が
あ
る
か
。

答
住
民
が
納
得
し
許
容
で
き
る
計

画
と
す
る
に
は
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
ま

で
踏
み
込
む
こ
と
は
難
し
い
。
極
端

な
色
や
カ
タ
チ
は
避
け
る
な
ど
景
観

の
悪
化
を
防
ぐ
意
味
合
い
が
強
い
。

幼
稚
園
体
育
活
動
充
実
支
援
事
業
は

問
幼
稚
園
体
育
活
動
充
実
支
援
事

業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い

る
か
。

答
各
幼
稚
園
を
週
１
回
ず
つ
専
門

の
講
師
が
周
り
、
鉄
棒
や
平
均
台
、

跳
び
箱
、
模
倣
運
動
を
し
て
い
る
。

父
母
か
ら
も
好
評
で
あ
る
。

津
嘉
山
地
区
の
校
区
見
直
し・分
校
は

問
津
嘉
山
小
学
校
分
離
や
分
校
の

検
討
し
て
い
る
か
。

答
人
口
推
計
を
見
る
と
、
平
成
33

年
ご
ろ
に
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
が

１
０
０
０
人
を
超
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
分
校
や
校
区
見
直
し
な
ど

を
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

町商工会との協定書締結式の様子

専門の講師による逆上がりの練習

景観計画策定に向けてのワークショップ


